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小堅(こがた)地区って?

●鶴岡市にある人口600人ほどの集落

●漁業、釣りが盛ん

●小波渡(こばと)地区 と

堅苔沢(かたのりざわ)地区の総称



小堅地区で感じたこと

●年代関係なく一体となった意欲的な地域活動

●子供や若者が｢小堅にいたい｣と思えるような環境作り

●住民同士のつながりが強い

●地域の方々の優しさ、真剣さ



課題の概要

小堅地区と公益大生の関係人口創出に向け、

地域住民と学生が一緒になって活動できる

何かを考えてほしい

✓継続的に活動できる

✓学生と地域住民が一緒にできる

✓学生に認知してもらいやすい

私達が考えた

求められる条件：



企画説明

1.公益大のサークル｢かけはし｣との連携

2.[公益大×小堅地区] 専用SNSの開設



｢かけはし｣とは

学生と地域に住む親子の交流を目的

として、様々な企画などを主な活動と

しています。

季節ごとのイベントや親子食堂などの

オリジナリティあふれる企画を行って

います。

▲クリスマス会(2021)

▲みんなであそぼ in浜田コミセン



｢かけはし｣と小堅地区でできること

●子供の遊び場を活用した季節イベント「クリスマス会、

夏祭り」などの開催

●シェアハウスキッチンこがたんでの小堅地区親子食堂

の開催

●小堅地区のイベント参加、ほかの地域住民の皆さん

との交流



SNSとの連動

●公益大×小堅地区専用

アカウントを新設

●今後は｢かけはし｣が

運用する予定



SNSの今後の活用方法

●運営を｢かけはし｣が引き継ぎ、小堅地区での活動を投稿

●小堅地区の魅力や大学生に向けた情報を発信する



これからの活動に向けて

関係人口創出に向け公益大と小堅地区との懸け橋となる

よう、今回作成した企画をメインに活動していきたいと考え

ています。

大学生と地域住民の双方が楽しめる時間を作っていきた

いと考えています。



ご清聴ありがとうございました


